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りにくい状況にあります。現在、ミラーの取り付けによ
り目視で確認できるよう改善が図られているところですが、
更なる利便性の向上に向けて、他の方法についても研
究を進めるよう求める意見がありました。

報告第12号　法人の経営状況の報告について

　株式会社こまつ賑わいセンターは、「まちなか再生に
向けた、民間主導のまちづくりの推進」を重点テーマに
掲げ、ソフト、ハード、子育て支援サービスの三つの分
野で事業を展開しており、Komatsu九やカブッキーラン
ドの昨年度の売上高は、令和６年度よりも増加している
とのことです。今年度の新規事業として、ビジネスラウ
ンジ機能と食堂機能を複合した交流・共創拠点の整備や、
朱門広場における屋台事業を実施する予定であるとのこ
とです。
　そのうち、屋台事業については、悪天候による稼働
率の低下が心配されるため、冬場などにおいて、十分
な配慮を検討してほしいとの意見がありました。
　また、Komatsu九でのイベント開催は、駅前という
好立地であることから、誰もが参加しやすく、また周辺
の飲食店の利用も期待できるため、今後も継続して取り
組んでいってほしいとの意見がありました。

総務企画常任委員会
■小松市職員に対するカスタマー・ハラスメントに関す

るアンケート調査について
　令和８年10月1日から、改正労働施策総合推進法によ
り、市役所を含む全ての事業主に対して、カスタマー・
ハラスメント対策が義務づけられます。これを受け、市
が職員を対象にアンケートを行ったところ、直近３年間
で行政職場では５人に１人、学校現場では６人に１人がカ
スタマー・ハラスメントを受けた経験があることが判明
したとのことです。
　今後、市ではこの結果を踏まえ、基本方針や対応マ
ニュアルを策定し、法施行に向けた体制整備を進めてい
くとのことです。
　アンケート結果を今後の改善にどのようにつなげるか
が重要であり、防犯カメラや録音装置の整備など、実
施可能な対策から順次進め、職員の安全を守る体制を
早急に整えるべきであるとの意見がありました。

■小松東部交番（仮称）の新設について
　令和９年12月に、八幡・本江・河田・中海・江指の
市内５つの駐在所を統合し、八幡地内に小松東部交番（仮
称）を新設するものです。東部地区の大型商業施設の
進出や交通環境の状況変化など、地域情勢の変化に的
確に対応するためとのことです。
　駐在所を24時間体制の交番化することは、市民の安
全確保の観点からは有意義である一方、統合対象となる

５つの駐在所の管轄区域が広範に及ぶことから、当該体
制の下で十分な治安維持が図られるのか懸念する声も
あります。こうした市民の意見を踏まえ、市としても改
めて県に対し、市民の安全・安心の確保に向けた方策
について働きかけてほしいとの意見がありました。
　併せて、統合により身近な駐在所がなくなることへの
地域住民の不安に対し、十分な周知と丁寧な説明を求
める意見や、地域の実情や時代の変化に応じた治安維
持体制の強化を県に対して要望してほしいとの意見があ
りました。

■議案第51号　財産の取得について
　本案件は、災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車１
台を9,229万円で取得するものです。現行車両は、導
入後18年が経過し老朽化が著しいことから、より高度な
性能を備えた車両へと更新するものです。
　なお、本件の入札にあたっては、一般競争入札により
適正に執行され、落札業者と仮契約を取り交わしている
とのことです。

福祉文教常任委員会
■寄附の受納について
　様々な事情により、生理用品の購入が困難な女子児
童・生徒への支援として、小松市校下女性協議会より、
生理用品の寄附をいただきました。
　現在、市内すべての小中学校のトイレ及び保健室に
生理用品が常備されているとのことです。
　女子児童・生徒にとって必需品であるため、このよ
うな寄附をいただけることは大変ありがたいことですが、
市としても、各学校長と共通認識を形成した上で、不足
することがないよう、予算として計上すべきとの意見が
ありました。

■避難行動要支援者名簿について
　災害時の避難誘導や安否確認などを迅速かつ効果的
に行うため、支援が必要な方の名簿を市が作成していま
す。今年度の名簿登録者は12,071人であり、そのうち、
民生委員や自主防災組織などの避難支援等関係者に対
し、平常時から名簿情報を提供することに同意した方は
4,033人で、同意率は33.4％とのことです。なお、災
害緊急時においては、同意の有無にかかわらず、全員
の名簿が各関係者に提供されるとのことです。
　個人情報保護における課題はありますが、町内の要
支援者を把握し、日頃から意識しておくことが重要であり、
今後の運用方法を模索してほしいとの意見がありました。
また、災害緊急時の名簿提供についても、紙面での直
接配布のみならず、緊急時にも対応可能な、電子デー
タによる迅速な情報提供の手法を検討してほしいとの意
見がありました。
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特別委員会　調 査 報 告
小松基地・空港対策

特別委員会

■在日米軍再編に係る訓練移転について
　現時点で、小松基地における訓練計画はないとのこと
ですが、訓練計画については、速やかに情報提供する
よう求めました。

■住宅防音工事で取り付けたエアコンの空調復旧にか
かる優先措置について
　平成30年度から実施されている空調復旧工事に係る
優先措置について、今年度も継続して実施されるとのこ
とです。
　対象は、75歳以上の高齢者のみのご家庭や、家庭保
育のお子さんや障がい者手帳をお持ちの方が暮らすご
家庭です。
　受付期間は６月から８月までとなり、令和６年度からエ
アコン申請台数を２台まで増やしているとのことです。

■小松－高雄便の新規就航について
　９月３日より、タイガーエア台湾において、日曜日、
木曜日の週２便１往復ずつで新規就航するとのことです。
　機材については、小松－台北便と同じく、エアバス３２０、
座席数は１８０席とのことです。

経済建設常任委員会
■議案第39号　石川県こまつ芸術劇場条例の一部を改

正する条例について
　本条例改正は、本年12月から始まる石川県小松市
團十郎芸術劇場うららの大規模改修工事に伴い、改修
完了後における施設使用料の改定を行うものです。改
修後の使用料は、維持管理費上昇分や改修による施設
機能の向上等を反映し、ホールや会議室等の機能別に、
10％又は20％の増額となりますが、未来を担う子供た
ちの文化芸術活動を支える観点から、市内の教育・保
育施設及び市内小中高校の大ホール・小ホール等の施
設使用料については、50％の減免措置を導入するとの
ことです。

■小松市都市計画マスタープランの改定について
　現在の小松市都市計画マスタープランは、平成31年
３月に策定したものであり、「世界に時めく日本海側の
拠点都市こまつ」の実現を目指し、新しい時代にふさわ
しい持続可能なまちづくりを進めるため、計画の見直し
を行うものです。

■航空プラザについて
　令和７年度の来館者数は約22万2,000人で、前年度
と比較して約６％増加しており、ゴールデンウイーク期
間中の来館者数についても、約１万4,100人と、前年同
期比で約13％増加したとのことでした。
　また、昨年11月に開館30周年を迎え、本年３月28日
から29日までの２日間にわたり開催された30周年記念
イベントでは、航空ジャンク市や元戦闘機パイロットによ
る公開講座などが実施され、合計約2,800人が来場し
たとのことでした。
　令和８年度の施設改修として、不具合が発生している
エレベーターの全面更新工事、及び漏水被害が生じて
いる屋根の全面改修工事を実施する予定であり、いず
れも２か年工事として、本年度は設計業務を行う予定と
のことでした。
　屋根の全面改修工事に合わせ、屋上に見学スペース
を設けるよう、石川県へ強く要望すべきとの意見があり
ました。また、航空プラザの利用者増加を図るため、Ｆ
－１５戦闘機を展示できるよう、石川県へ強く要望すべき
との意見がありました。

　今後は、地域別に説明会が行われるとのことなので、
地域の意見をよく聞き、計画の参考としてほしいとの意
見がありました。

■石川県立小松屋内水泳プールの土日無料開放の終了
について
　現在は、小学生を対象に屋内水泳プールの土日無料
開放を行っておりますが、６月から８月までの期間は利用
者が多く混雑するため、安全を確保する観点から、６月
末をもって無料開放を終了するとのことです。
　無料開放の終了後は、利用者の声をよく聞くことにより、
その効果を検証してほしいとの意見がありました。

　追加で報告のあった、クマによる人身事故の発生に関
して、ＡＩカメラの増設を行うなど、クマが人里に入って
くることを事前に防ぐ取組を強化してほしいとの意見が
ありました。また、第一に現場に駆け付ける警察が、ク
マに対し銃を使用できるようなルール改正を行うことを、
国や県に働きかけてほしいとの意見がありました。 
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■全会一致で議決された議案
議案名 議決結果

予算案
（1件） 第36号 令和８年度小松市一般会計補正予算（第１号） 可決

条例案
（3件）

第37号 小松市税条例の一部を改正する条例について 〃
第38号 小松市本社機能立地促進のための市税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例について 〃
第39号 石川県こまつ芸術劇場条例の一部を改正する条例について 〃

その他議案
（11件）

第40号～第46号　工事請負契約について 〃
第47号～第49号　財産の取得について 〃
第50号 専決処分の承認を求めることについて 承認

市長提出追加
議案（3件）

第51号 財産の取得について 可決
第52号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意
第53号 農業委員会委員の任命について 〃

議員提出議案
（1件） 第 6 号 社会全体で全てのケアラーを支援する仕組みの構築を求める意見書 可決

その他案件
（3件）

議員の派遣について（令和８年度北方領土現地視察団（参加）） 〃
議員の派遣について（宿毛市との姉妹都市協定締結に基づく議員間交流訪問団（参加）） 〃
議員の派遣について（市町村議会議員特別セミナー（参加）） 〃

6月定例会の議決結果

■賛否が分かれた議案	 ○は賛成　×は反対　退は退席　欠は欠席

議　案　名

会派自民 小松志士の会 自民党こまつ 無会派
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議員提出議案
（1件） 第５号　�自衛官への暴挙発言に対する議員辞職を求める決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 × ○ ○ 可決

※南藤陽一議長、岡山晃宏副議長は小松市議会運営規約第４条に基づき、会派に所属していません。南藤陽一議長は採決には加わりません。

全国市議会議長会・北信越市議会議長会表彰
本年度の表彰伝達式は６月８日（月）、６月定例会初日の開会に先立ち、本会議場で行われました。
今回、表彰を受けられた議員は次の方々です。

（前列中央左から）
木下 裕介 議員　　吉村 範明 議員　　新田 寛之 議員

〈正副議長在職4年以上表彰〉
新田 寛之 議員

〈15年表彰〉
吉村 範明 議員
新田 寛之 議員
木下 裕介 議員
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ププ活動ピックアッ活動ピックアッ
経済建設常任委員会 市内視察 令和8年度小松市消防団総合訓練

開 催 日 	 令和8年6月5日（金）
　5月28日に新たに小松市指定文化財となった那谷寺の
「千手観音坐像 附 台座、厨子」を拝見しました。本像
は、那谷寺の秘仏本尊として伝わる千手観音であり、大
変貴重なものです。その後、旧波佐谷小学校跡地に5月
7日にオープンしたCHABU Diningで、里山のゆっくり
した時間も体験しました。
　小松の文化財の視察や、市と連携して地域活性化に取
り組む事業者との意見交換を行い、未来に向けた持続可
能な地域づくりにつながると感じました。　　（東委員）

開 催 日 	 令和8年6月28日（日）
　小松市消防団総合訓練はこまつドームで開催され、市
内の18分団から約350人の団員が地域防災を担って参
加されました。消防団員が日頃培った技術と規律を確認
するとともに、分団相互の連携を強化し、大規模災害に
対応できる地域防災力や市民の防災意識の向上を高め
る、小松市最大規模の消防団訓練です。
　市議会からは議長や総務企画常任委員会、分団員の議
員が参加し、市民も自由に見学できる公開訓練として実
施されました。　　　　　　　　　　　　（村中委員長）

※議員が参加した行事等の
一部を紹介します。

専門家による無料相談会
日時●8月29日㈯・9月26日㈯・10月24日㈯
　　  ９時～11時30分

会場●小松商工会議所
問い合わせ先：担当 　竹内　TEL 0761-22-9990

サポートネット

ご相談をお気軽に【秘密厳守】

私たちが相談に応じます。

◆法律　　　　◆人事・給与
◆債権回収　　◆会社設立
◆多重債務　　◆相続
◆完済過払　　◆事業承継
◆税金　　　　◆農地転用・開発行為
◆登記　　　　◆事業計画
◆不動産評価　◆公的年金　　 等の

不動産鑑定士

澤矢　豊伸
TEL0761-21-1122

弁護士

杉本　昌之
TEL0761-24-3633

社会保険労務士

村井　佳恵
TEL0761-48-7770

社会保険労務士

畠中　遥
TEL0761-75-7520

司法書士
行政書士

田中　一生
TEL0761-48-7040

税理士
行政書士

谷口　勇一
TEL0761-76-5503

弁護士

中西　祐一
TEL076-256-5413

土地家屋調査士
行政書士

山崎　豊
TEL0761-20-3175

　　定例会のお知らせ　次の定例会は9月1日から10月2日までの32日間です。9月
	 9月1日（火）	 10：00〜	 本会議	� 開会・市長説明
	 9日（水）〜11日（金）	   9：30〜	 本会議	 一般質問
	 17日（木）	   9：30〜	 委員会	 予算決算常任委員会総括質疑
	 18日（金）・24日（木）	   9：30〜	 委員会	 各常任委員会（分科会）
	 25日（金）	 13：30〜	 委員会	 特別委員会
	 10月2日（金）	 13：30〜	 本会議	 委員長報告・採決・閉会

　毎年、風薫る5月の小松は、歌舞伎のまちとして、全国
から多数のお客様をお迎えし、一年で最も賑やかになりま
す。日本こども歌舞伎まつりは今上演をもって幕を閉じま
したが、江戸時代より続く伝統の曳山子供歌舞伎は小松の
大切な財産の一つでありますので、この後も、末永く引き
継がれていきますように、心から願っております。

議長の活動紹介議長の活動紹介
＜4〜6月の主な議長日程＞

4月
2(木) 令和８年度公立小松大学・大学院入学宣誓式

29(水) 昭和100年記念式典

5月

4(月) 第27回日本こども歌舞伎まつりin小松　陣中見舞い・観劇

9(土) お旅まつり曳山曳揃えオープニングセレモニー

19(火) 令和８年度加賀地域連携推進会議（オール加賀会議）　総会

31(日) 能登地域トキ放鳥記念式典
秋篠宮皇嗣同妃両殿下お成り　お出迎え・お見送り

6月
6(土) 小松市戦没者慰霊式

25(木) 第78回石川県民スポーツ大会
小松市選手団結団式・壮行会

読者の声をお寄せください読者の声をお寄せください
　右記QRコードを読み込
んでいただき、必要事項を
入力の上、お送りください。

　右記QRコードを読み込
んでいただき、必要事項を
入力の上、お送りください。
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